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令和４年度 資料 
＊      の部分 
は，解説及び注意事項 
 

第○学年  音楽科学習指導案 
                               令和○年○月〇〇日（ ）○校時 
                               指導者 職名 ○○ ○○ 
                               学級   年  組  名 
                               場所  音楽室 
 
１ 題材名 「               」 
 
        
 
 
２ 題材の目標 
  ・題材を通して児童に身に付けさせたい力を学習指導要領の目標や指導内容と関連付けて具体的    
   に記述する。（「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方等を踏まえる。） 
  ・関連する指導要領の内容（指導事項の番号，記号等）をカッコ書きで記述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
文末は「～している。」「～でき

る。」 
文末は「～している。」等 文末は「～しようとしている。」

等 

 
 
４ 題材について 
 （１）題材観 
   ・なぜこの題材を設定したのか（選択した理由）について，学習指導要領の内容との関連で述べる。 
   ・題材のもつ価値や内容，意図を明確にする。 
 （２）児童観 
   ・題材に対する児童の受け止め方や題材に関するレディネス(学習する内容の現在の実態) 
      ・この題材による活動を通して，育てたい児童の姿について記述する。 
 （３）指導観 
   ・題材の目的で示した力を育成するための教師の願いや思い，指導の意図や見通しを明確に述べ 
    る。 

    ・指導に当たっての方法や，支援の手立てについて具体的に述べる 

音楽科の学習指導案の書き方例 

音楽科は，「単元名」ではなく

「題材名」となります。 

この題材における内容のまとまりを確認する。 以下は（例） 

 [第４学年]  「Ａ表現」（１）歌唱 及び [共通事項]（１）／ （２）器楽 及び［共

通事項］（１） 

（例）・「思考力，判断力，表現力」について書く。 
   ・「知識」について書く。 
   ・「技能」について書く（Ｂ鑑賞の場合はなし。） 
   ・「主体的に取り組む態度」について書く 

小学校学習指導要領解説「音楽編」P.1６２～1６５にある「各学年の目標及び内容の系統表」， 

国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』～」Ｐ.３０～を確認する。 

「指導と評価の一体化」Ｐ４４～参照 

こんな題材で こんな児童だから こう指導したい 
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５ 研究テーマとの関わり  ＊不要の場合は省略 
  ・研究テーマから見た本題材における生徒の現状，育てたい姿や身に付けさせたい姿や資質について， 
    指導に当たっての留意点を記述する。 
   ・研究の視点と，視点からの具体的指導の手立てを記述する。 
  
６ 指導と評価の計画（文科省資料「評価の進め方」より） 
   「ねらい」「主な学習活動」「指導上の留意点」「時数」「評価規準（評価の観点）」等について記述する。 

時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ ○ ・  

２ 

本

時 

  技・・・・・・・・・ 

・・・（試作の作品） 

態表・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・（活動の様子） 

３ ○   

 ※ 評価資料の収集・分析に必要以上の時間を要することのないように，留意する。 

   
  題材を扱う時間数の中で，評価の基準項目を継続的にみる場合 
  「評価規準・評価方法」の欄を知・技，思，態の項目に分ける記載例 
 
  「指導と評価の一体化」記載例参照。ｐ57～ 

 
 
 
 

 「主な学習活動」は児童主体

で，「指導上の留意点」は教師

主体で書く。 

評価時期と評価方法を明確にする。 

 当該題材の指導事項に基づく

指導をしていない段階では評価

を行わない時間も有り得る。 

指導と評価の見通しを確認する。 
・○時間目の授業では，何をどんな方法（( )で  
 記載）で評価するのか。 
・継続してみていくことが必要なものは「➡」で 
 記載。 
・評価場面と見取りのポイントを確認する。 
 （「指導と評価の一体化」Ｐ83～参照） 
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７ 本時の指導 
（１）ねらい 
   本時で，身に付けさせたい力と学習活動の具体を簡潔に記述する。題材の目標との関連，指導計画 
  の該当する時間との整合性にも留意する。 
（２）ねらいに迫るための手立て 
   授業の「どこで」「どのような働きかけを」「なぜ行うか」などについて，具体的に記述する。 
（３）指導過程（○時間／○○時間）    

段

階 

主な学習活動 主な発問と指示 

予想される児童の反応 

指導上の留意点 

◇評価（評価規準と評価方法） 

導

入 

○

分 

 

 

展

開 

○

分 

 

 

 

終

末 

〇具体的な学習活動 

について，児童の

立場から記述す

る。 

 

 

 

・「～に気付く」「～

について考える」

「～について話し

合う」などの表現

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な発問を具体的な言葉で記述する。 

○児童の反応を具体的に記述する。例え

ば， 

◎「十分満足できる」状況と判断される

児童の考え 

〇「おおむね満足できる」状況と判断さ

れる生徒の考え 

△「努力を要する」状況と判断される

（「おおむね満足できる」に達してい  

ない）生徒の考え 

〇本時の目標を達成するための具

体的な手立てを記述する。

（例：～を〇〇することによ

り，見通しを持って△△しよう

としている。態 ） 

 

 

〇特別な教育支援を必要とする児

童への配慮事項や手立てを記述

する。 

〇学習形態や，教材や資料の扱い

について，指導の意図を明確に

して記述する。 

◇「６ 指導と評価の計画」の評

価規準に対応させて記述する。 

 

 
（４）評価 

 

 

（５）板書計画 

   ・ 本時のめあてや学習の手掛かり，児童の学びの軌跡，本時のまとめや振り返りなど，児童 

    の学習の助けとなるように内容や構造を工夫する。 

（６）その他 

   ・ 座席表，ワークシート，授業に関するものがあるときは添付する。 

本時の評価規準 
・「おおむね満足できる」姿となる。「～している。」 

・「６ 指導と評価の計画」の評価規準が入る。                 

「十分満足できる」と判断さ

れる児童の状況 

・「十分満足できる」状況と判断される児童の姿を具体的に記述する。 

 

 

「努力を要する」状況と判断さ

れる児童への手立て 

・指導や支援の具体的な手立てを記述する。  

                   

めあて（本時の目標を達成するための学習課題を児童向けの言葉で記述する。） 

～している。知・技（観察・

ノート） 

本時の学習の見通しを確認する 
・何か分かり，何ができるようにな

ればよいのか。 

B の状況を実現している者のうち，内容に高まりや広がり，深まりが見ら

れる児童が Aとなるため，A と判断される状況は一様ではない。 

各観点における働きかけについて，具体的な対応を考えておく。

（「指導と評価の一体化」Ｐ57 参照） 

「音楽的な見方・考

え方」を働かせて学

習しているか。 


